
ダムの治水効果 （平成25年7月22日～23日 胎内川ダム）

平常時のダム湖の様子 洪水時のダム湖の様子

7月22日の昼過ぎから降り出した雨は23日の朝にかけて非常に激しい雨となり、ダム地点の雨量が
87㎜、山岳雨量観測所では最大で195mmとなりました。この為、胎内川ダムでは洪水となり放流量
を抑えて洪水調節を行い、ダム下流の河川に流れる水量を軽減するようにダム操作を行いました。
その結果、下館水位局付近では、洪水調節により最高（ピーク）水位を33cm下げる効果があり、河
川水位上昇を抑制（水防団待機水位以下）する効果がありました。

胎内川 下館観測所地点の水位状況図 －ダムの貯水による効果－

ダム周辺の

雨雲の状況

胎内川ダム ダム操作状況図 －ダムの働き－
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観測水位（実績）

ダムがなかった場合の想定水位

(EL.m)

▼氾濫危険水位EL45.96m

▼避難判断水位EL45.10m

▼計画高水位EL46.52m

▼水防団待機水位EL43.90m

▼氾濫注意水位EL44.50m

右岸堤防
(胎内市下館地区)

(

標
高
・
水
位)

平成25年7月22日

左岸堤防
(胎内市羽黒地区)

観測（実績）最高水位

EL43.74m

ダムがなかった場合の想定

最高水位 EL44.07m

ダムの洪水調節により、
最高（ピーク）水位を33cm低下。

ダムの洪水調節により、
水位の上昇を抑えている。

平成25年7月23日
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流入量

放流量
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貯水位 最高水位 EL289.21m
洪水貯留準備水位から121cm上昇
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時間雨量

累計雨量

(mm/h) (mm)

(EL.m)

(m3/s)

▼サーチャージ水位 EL303.00m

▼洪水貯留準備水位 EL288.00m

▼洪水調節開始流量 140m3/s

22日11時～23日2時までの15時間
のダム地点の総雨量は87mm
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平成25年7月22日～23日

ダムに入ってきた水量（流入量）

ダムから流れた水量（放流量）

最大流入量 155m3/s

最大放流量 127m3/s

ダムが貯めた最大水量
87m3/s

▼ただし書き操作開始水位 EL300.50m

ダムが貯めた総水量 約58万m3

新潟県庁 約３杯分
(行政庁舎：18.9万m3)


